
３月１７日 春分の日（３月 20日） 
 

今日は３月 20日の「春分の日」について話をします。皆さんは春

分の日がどんな日か知っていますか。二十四節気では４番目にあた

ります。 

春分の日は日本の祝日となっています。この日は、昼と夜の長さが

だいたい同じで、自然のバランスがとれているということで、自然を

大切にして自然を慈しむ日とされています。また、農業といって、お

米や野菜作りが始まるという重要な節目とされています。 

そういう意味で、春分の日は自然や生き物の大切さを思い出し、感

謝の気持ちをもつ日でもあります。皆さんも周りにある自然をよく

見てみてください。桜野小の木々や植物の変化にも感じられると良

いでしょう。春分の日を境に、昼間の時間がだんだんと長くなってい

きます。 

次に春分の日の前後の一週間は、「お彼岸」といってご先祖様が皆

さんに会いに来るといわれ、よくお墓参りに行く人もいます。そうい

う意味では、春分の日は、祖先への感謝を表す意味もあります。 

この春分の日によく食べる食べ物があります。なんだか知ってい

ますか。お米とあんこで作られる甘い和菓子です。そうです、「おは

ぎ」「ぼたもち」です。日本では「おはぎ」や「ぼたもち」を食べる

習慣があります。なぜ、おはぎやぼたもちを食べるのか。それは、あ

んこを作るのに小豆を使いますが、小豆にはビタミンが豊富で栄養

満点、魔除けの力があると言われているからです。お赤飯にも使われ

ていますよね。もうすぐ春分の日、その意味を知っておくと良いと思

います。 

  最後に、これを見てください。６年生の廊下側に掲示されている

ものです。桜野小にちなんで桜の木をデザインしています。そして、

その花びらには桜野小のよいところがたくさん書かれています。「あ

いさつができるところ」「縦割り班が仲良しなところ」「やさしい人が

たくさん」「給食がおいしい」などなど。これらの桜野小のよいとこ

ろをみなさんでつないでいきましょう。６年生ありがとう。 


